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(57)【要約】
　管楽器は、管体と、管体の外周から延びて形成され、
管体の内側に開口する内側開口端、及び、管体の外側に
開口する外側開口端を有する音孔管と、音孔管の径方向
において音孔管の外側開口端から音孔管の外側に延出し
ている指押さえ板と、を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管体と、
　前記管体の外周から延びて形成され、前記管体の内側に開口する内側開口端、及び、前
記管体の外側に開口する外側開口端を有する音孔管と、
　前記音孔管の径方向において前記音孔管の外側開口端から前記音孔管の外側に延出して
いる指押さえ板と、を備える管楽器。
【請求項２】
　複数の前記音孔管に対して、共通の前記指押さえ板が設けられている請求項１に記載の
管楽器。
【請求項３】
　前記指押さえ板のうち前記外側開口端が開口する側の面が曲面に形成されている請求項
１又は請求項２に記載の管楽器。
【請求項４】
　前記管体が、互いに回転可能に連結される二つ以上の管体部を備え、
　各管体部に、前記音孔管及び前記指押さえ板が配されている請求項１から請求項３のい
ずれか一項に記載の管楽器。
【請求項５】
　音孔を構成する第一貫通孔を有する管体と、
　前記管体の外周上に配され、前記第一貫通孔と共に音孔を構成する第二貫通孔を有する
指押さえ板と、を備え、
　前記管体が、前記音孔を分断するように分割された一対の分割構成体によって構成され
、
　前記指押さえ板が、前記一対の分割構成体の境界を覆うように前記管体の外周上に配さ
れている管楽器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、管楽器に関する。
　本願は、２０１５年９月３０日に出願された特願２０１５－１９２８４２号に基づき優
先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、管体にその管壁を貫通する複数の音孔を形成した管楽器がある。管楽器では、そ
の音程や音質を適切に設定するため、音孔の長さ（軸方向長さ）を確保することが行われ
る。特許文献１には、音程や音質が良好に得られるように、音孔の貫通方向を管体の軸線
に対して傾斜させた管楽器が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１７１４４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の管楽器では、音孔が管体の管壁を貫通して形成されているため、
音孔の長さを確保するために、管壁の厚みが大きくなってしまう。このため、管楽器を構
成するために多くの資源（例えば木材材料や樹脂材料）が必要となり、また、管楽器の重
量が重くなる、という問題がある。
【０００５】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、音孔の長さを確保しつつ、資
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源の節約や軽量化を図ることが可能な管楽器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様の管楽器は、管体と、前記管体の外周から延びて形成され、前記管体の
内側に開口する内側開口端、及び、前記管体の外側に開口する外側開口端を有する音孔管
と、前記音孔管の径方向において前記音孔管の外側開口端から前記音孔管の外側に延出し
ている指押さえ板と、を備える。
【０００７】
　本発明の他の態様の管楽器は、音孔を構成する第一貫通孔を有する管体と、前記管体の
外周上に配され、前記第一貫通孔と共に音孔を構成する第二貫通孔を有する指押さえ板と
、を備え、前記管体が、前記音孔を分断するように分割された一対の分割構成体によって
構成され、前記指押さえ板が、前記一対の分割構成体の境界を覆うように前記管体の外周
上に配されている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、管楽器における音孔の長さを確保しつつ、管楽器を構成する資源の節
約や軽量化を図ることができる。また、演奏者による管楽器の操作性を確保することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第一実施形態に係る管楽器を示す正面図である。
【図２】図１のII－II矢視断面図である。
【図３Ａ】図２のIII－III矢視断面図である。
【図３Ｂ】図３ＡのIIIb方向矢視図である。
【図４】本発明の第二実施形態に係る管楽器の要部を示す断面図である。
【図５】本発明の他の実施形態に係る管楽器の要部を示す断面図である。
【図６】本発明の他の実施形態に係る管楽器の要部を示す断面図である。
【図７】本発明の他の実施形態に係る管楽器の要部を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　〔第一実施形態〕
　以下、図１，図２，図３Ａ，図３Ｂを参照して本発明の第一実施形態について説明する
。
　図１，２に示すように、本実施形態の管楽器１は、管体２と、音孔管３と、マウスピー
ス４（吹口）と、ベル５と、指押さえ板６と、を備える。マウスピース４とベル５は、管
体２の長手方向（Ｘ軸方向）の両端に配されている。マウスピース４は、例えば管体２に
一体に形成されてもよいが、本実施形態では、管体２に対して着脱可能に装着される。マ
ウスピース４は、図示例のように薄板状のリード４Ａを一枚備えるシングルリードであっ
てもよいが、例えばエアリード、リップリード、ダブルリードであってよい。
　本実施形態において、管体２等の長手方向は、管楽器１を演奏する演奏者から見てマウ
スピース４からベル５に向かう真っ直ぐな方向に対応する。以下の説明では、演奏者から
見た左右方向を管体２等の幅方向（Ｙ軸方向）と呼び、演奏者から見た上下方向を管体２
等の高さ方向（Ｚ軸方向）と呼ぶことがある。
【００１１】
　管体２は、例えば木材材料、金属材料、樹脂材料のいずれか一つの材料によって形成さ
れてもよいし、例えばこれらの材料を適宜組み合わせた材料によって形成されてもよい。
　本実施形態の管体２は、長手方向の両端にマウスピース４、ベル５が配されている主管
１１と、主管１１から分岐するように主管１１に接続されている副管１２と、を備える。
　主管１１及び副管１２は、それぞれ内径寸法が一定の円筒状に形成されている。副管１
２は、主管１１のうちマウスピース４側の端部（第一端部１３）に接続されている。本実
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施形態において、副管１２は、主管１１の上側（Ｚ軸正方向側）の部位に配されており、
主管１１に対して高さ方向や長手方向に延びている。すなわち、副管１２は主管１１に対
して幅方向に延びていない。図示例において、副管１２は主管１１の軸線Ａ１（図３Ａ参
照）に沿うように延びているが、これに限ることは無い。
　管体２が主管１１と副管１２とを備えることで、本実施形態の管楽器１は、管体２が円
錐管状である場合と同様の音響特性を有する。
【００１２】
　音孔管３は、本実施形態の管楽器１の音孔を構成するものであり、主管１１の外周から
延びて形成されている。音孔管３は、主管１１の内側に開口する内側開口端２１と、主管
１１の外側に開口する外側開口端２２と、を有する。音孔管３は、内径寸法が一定の円筒
状に形成されている。
【００１３】
　音孔管３は、主管１１の軸方向に間隔をあけて複数配列されている。
　主管１１の軸方向における各音孔管３の内側開口端２１の位置（軸方向位置）は、管楽
器１の音程を考慮して設定されている。各音孔管３の内径寸法や軸方向長さは、管楽器１
の音程や発音（例えば音量や音質など）を考慮して個別に設定されている。すなわち、複
数の音孔管３には、音孔管３の内径寸法や軸方向長さが互いに異なっているものがある。
　また、一部の音孔管３（３Ａ～３Ｅ）の内径寸法は、演奏者の手指で音孔管３の外側開
口端２２を塞ぐことが可能な大きさに設定されている。
【００１４】
　本実施形態において、複数の音孔管３は、主管１１の長手方向に一列に並べられている
。より具体的には、複数の音孔管３の内側開口端２１が、主管１１の周方向において互い
に同じ位置に配されている。また、複数の音孔管３が管体２から延びる方向には、主管１
１の幅方向が含まれない。本実施形態において、複数の音孔管３は、いずれも主管１１の
上側の部位に配されている。
　また、複数の音孔管３は、いずれも主管１１に対して主管１１の高さ方向に延びる部位
を有する。一部の音孔管３（３Ａ～３Ｃ、３Ｅ、３Ｆ、３Ｈ、３Ｉ）は、全体が主管１１
の高さ方向に真っ直ぐに延びている。残りの音孔管３（３Ｄ、３Ｇ）は、後述するように
曲がっているものの、主管１１の高さ方向に延びる部位を有する。
　これら複数の音孔管３は、開閉されることで管楽器１の音程が変わる音程操作用の音孔
（音程用音孔）を構成する。
【００１５】
　本実施形態では、上記した音孔管３の数が９個であり、全ての音孔管３の開閉を演奏者
の手指で直接開閉することが難しい。このため、本実施形態の管楽器１は、鍵機構８（キ
ーシステム）を備える。
　９個の音孔管３のうち主管１１の第一端部１３側から数えて１番目～５番目の音孔管３
Ａ～３Ｅは、演奏者の手指で直接開閉される。１番目～３番目の音孔管３Ａ～３Ｃは、そ
れぞれ演奏者の左手の人差し指、中指、薬指に対応し、４番目、５番目の音孔管３Ｄ、３
Ｅは、それぞれ右手の人差し指、中指に対応する。
　一方、６番目～９番目の音孔管３Ｆ～３Ｉは、鍵機構８（キーシステム）を利用して開
閉される。鍵機構８は、演奏者の右手の薬指と小指によって操作される。
【００１６】
　主管１１には、演奏者の親指（左手の親指）で開閉される音孔１４（親指用音孔１４）
も形成されている。親指用音孔１４は、主管１１のうち主管１１の軸方向において音孔管
３よりもマウスピース４側の部位に形成されている。本実施形態の親指用音孔１４は、主
管１１の下側（Ｚ軸負方向側）に開口している。親指用音孔１４は、前述した音孔管３と
同様に、開閉されることで管楽器１の音程を変える。
【００１７】
　本実施形態の管楽器１では、複数の外側開口端２２が外側開口端２２を塞ぐ手指に対応
した位置となるように、主管１１及び一部の音孔管３（３Ｄ、３Ｇ）が曲がっている。以
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下、この点について具体的に説明する。
【００１８】
　本実施形態の主管１１は、複数回曲がっていることで蛇行している。主管１１の蛇行方
向は、例えば主管１１の幅方向であってもよいが、本実施形態では主管１１の高さ方向と
なっている。すなわち、本実施形態の主管１１は幅方向に蛇行しない。主管１１が蛇行し
ていることで、主管１１の長手方向における主管１１の長さ（直線長さ）が主管１１の軸
方向における主管１１の長さ（軸方向長さ）よりも短くなっている。
【００１９】
　また、主管１１が曲がっていることで、主管１１の長手方向において互いに隣り合う音
孔管３同士の間隔が、主管１１の軸方向における音孔管３同士の間隔よりも小さくなって
いる。例えば、４番目の音孔管３Ｄと５番目の音孔管３Ｅとの間に位置する主管１１の部
位が曲がっていることで、主管１１の長手方向における４番目の音孔管３Ｄと５番目の音
孔管３Ｅとの間隔が、主管１１の軸方向における４番目の音孔管３Ｄと５番目の音孔管３
Ｅとの間隔よりも小さくなっている。
【００２０】
　また、主管１１が曲がっていることで、主管１１の長手方向において、左手の人差し指
で開閉される１番目の音孔管３Ａと左手の親指で開閉される親指用音孔１４との間隔が、
主管１１の軸方向における１番目の音孔管３Ａと親指用音孔１４との間隔よりも小さくな
っている。
【００２１】
　また、本実施形態では、主管１１が高さ方向に蛇行している。このため、主管１１には
、相対的に高く位置する部位と、低く位置する部位とがある。
　相対的に高く位置する主管１１の部位には、軸方向長さが比較的短い音孔管３（３Ａ～
３Ｃ、３Ｅ、３Ｆ、３Ｈ、３Ｉ）が配されている。一方、相対的に低く位置する主管１１
の部位には、軸方向長さが比較的長い音孔管３（３Ｄ、３Ｇ）が配されている。これによ
り、複数の音孔管３の外側開口端２２は、主管１１を蛇行させない場合と比較して、主管
１１の高さ方向について互いに近くに位置している。本実施形態では、後述する音孔管３
の曲がりと組み合わせることで、複数の音孔管３の外側開口端２２が同一の高さ（同一平
面）に位置する。
【００２２】
　また、本実施形態では、主管１１が高さ方向に蛇行することで、主管１１の下側（Ｚ軸
負方向側）の部位に窪み部１５が形成されている。窪み部１５は、主管１１の長手方向に
おいて右手の人差し指や中指で開閉される４番目、５番目の音孔管３Ｄ、３Ｅの近くに配
されている。窪み部１５は、図２に例示するように５番目の音孔管３Ｅの下側に位置して
もよいが、例えば主管１１の長手方向において４番目、５番目の音孔管３Ｄ、３Ｅの間に
位置してもよい。
　窪み部１５には、演奏者の右手の親指を配することが可能である。
【００２３】
　本実施形態の管楽器１では、他の音孔管３（３Ａ～３Ｃ、３Ｅ、３Ｆ、３Ｈ、３Ｉ）と
比較して軸方向長さが長く設定されている音孔管３（３Ｄ、３Ｇ）が曲がっている。すな
わち、軸方向長さが比較的短い音孔管３（３Ａ～３Ｃ、３Ｅ、３Ｆ、３Ｈ、３Ｉ）は、主
管１１から高さ方向（主管１１の径方向）に真っ直ぐに延びている。また、軸方向長さが
比較的長い音孔管３（３Ｄ、３Ｇ）は、主管１１から曲がりながら高さ方向（主管１１の
径方向）に延びている。
【００２４】
　本実施形態では、曲がっている音孔管３Ｄ、３Ｇが、音孔管３Ｄ、３Ｇの軸方向の中途
部において音孔管３Ｄ、３Ｇの軸線の向きを変える湾曲管部２３を有する。湾曲管部２３
は、図２に例示するように音孔管３Ｄ、３Ｇの一部を構成してもよいし、例えば音孔管３
Ｄ、３Ｇの全体を構成してもよい。
　音孔管３Ｄ、３Ｇが曲がる向きは、例えば主管１１の幅方向であってもよいが、本実施
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形態では主管１１の長手方向となっている。すなわち、本実施形態の音孔管３Ｄ、３Ｇは
、主管１１の幅方向に曲がらない。
【００２５】
　本実施形態では、軸方向長さが比較的長い音孔管３（３Ｄ、３Ｇ）が曲がっていること
で、複数の音孔管３の外側開口端２２の位置や向きが、管楽器１の操作性等を考慮して好
適に設定されている。
　例えば、右手の人差し指で塞がれる４番目の音孔管３Ｄが曲がっていることで、４番目
の音孔管３Ｄの外側開口端２２と、右手の中指で塞がれる５番目の音孔管３Ｅの外側開口
端２２とが、主管１１の長手方向及び高さ方向において互いに近くに位置している。すな
わち、音孔管３Ｄが曲がっていることで、同じ手の手指で塞がれる複数の音孔管３Ｄ、３
Ｅの外側開口端２２が互いに近くに位置している。
【００２６】
　また、４番目の音孔管３Ｄの内側開口端２１の向きは、他の音孔管３（３Ａ、３Ｂ、３
Ｃ、３Ｅなど）の内側開口端２１と異なり、主管１１の高さ方向上側に対して長手方向に
傾斜している。ただし、４番目の音孔管３Ｄが曲がっていることで、４番目の音孔管３Ｄ
の外側開口端２２の向きは、他の音孔管３の外側開口端２２と同様に、主管１１の高さ方
向上側となっている。４番目の音孔管３Ｄは、例えば複数回曲がっていてもよいが、本実
施形態では一回だけ曲がっている。
【００２７】
　また、鍵機構８を利用して開閉される７番目の音孔管３Ｇが曲がっていることで、７番
目の音孔管３Ｇの外側開口端２２と、６番目、８番目の音孔管３Ｆ、３Ｈの外側開口端２
２との間隔が、鍵機構８の構成を考慮して調整されている。本実施形態において、７番目
の音孔管３Ｄは、複数回曲がっていることで蛇行している。
　また、本実施形態では、主管１１や音孔管３が曲がっていることで、主管１１の高さ方
向における複数の音孔管３の外側開口端２２の位置が、互いに一致している。図示例では
、手指で直接開閉される音孔管３Ａ～３Ｅの外側開口端２２と、鍵機構８を利用して開閉
される音孔管３Ｆ～３Ｉの外側開口端２２とで、主管１１の高さ方向における位置が互い
に異なっているが、例えば一致してもよい。
【００２８】
　図１，図２，図３Ａ，図３Ｂに示すように、指押さえ板６は、音孔管３の径方向におい
て音孔管３の外側開口端２２から音孔管３の外側に延出している。すなわち、指押さえ板
６は、音孔管３の外側開口端２２に形成されているフランジである。指押さえ板６は、主
管１１の外周に対して間隔をあけて配されている。本実施形態では、音孔管３の外側開口
端２２が主管１１の上側に向いている。このため、指押さえ板６の延出方向は、主管１１
の高さ方向に直交する主管１１の長手方向及び幅方向となっている。
【００２９】
　本実施形態では、複数の音孔管３に対して共通の指押さえ板６が設けられている。すな
わち、同一の指押さえ板６が複数の音孔管３に対して設けられている。
　本実施形態では複数の音孔管３の外側開口端２２が長手方向に配列されているため、指
押さえ板６は、主管１１の長手方向に延びる帯板状に形成されている。また、本実施形態
において、主管１１の幅方向における指押さえ板６の寸法（幅寸法）は、演奏者による操
作性を考慮して、主管１１の幅方向両端からはみ出さないように設定されている。
　指押さえ板６は、少なくとも手指で直接開閉される音孔管３Ａ～３Ｅに対して設けられ
ればよいが、本実施形態では図２に示すように、鍵機構８を利用して開閉される音孔管３
Ｆ～３Ｉに対しても設けられている。
【００３０】
　指押さえ板６は、音孔管３の外側開口端２２が開口する面（開口面３１）を有する。
　指押さえ板６の開口面３１のうち、鍵機構８によって開閉される音孔管３の外側開口端
２２が配されている領域（以下、鍵用開口面３２と呼ぶ。）は、平坦面に形成されている
。一方、指押さえ板６の開口面３１のうち、手指によって直接開閉される音孔管３の外側
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開口端２２が配されている領域（以下、手指用開口面３３と呼ぶ。）は、図３Ａに示すよ
うに、曲面に形成されている。
【００３１】
　本実施形態において、手指用開口面３３は、主管１１の長手方向から見て凸状に湾曲し
（図３Ａ参照）、主管１１の幅方向から見て湾曲しない（図３Ｂ参照）曲面に形成されて
いる。これにより、音孔管３の外側開口端２２には、図３Ｂに示すように、手指が入り込
むような窪み形状が形成されている。
【００３２】
　以上説明したように、本実施形態の管楽器１によれば、音孔が音孔管３によって構成さ
れることで、音孔の長さを考慮すること無く、管体２の管壁の厚みを設定することができ
る。これにより、管体２の管壁を薄く形成することができる。したがって、管楽器１を構
成するための資源を節約でき、また、管楽器１の軽量化を図ることができる。
【００３３】
　また、本実施形態の管楽器１は指押さえ板６を備えるため、演奏者は、手指によって音
孔管３の外側開口端２２を正しく塞いでいるか、手指の感覚で容易に判断することができ
る。以下、この点について具体的に説明する。
　指押さえ板６が無い場合には、演奏者が自身の手指によって音孔管３の外側開口端２２
を塞ぐ際に、演奏者の手指が外側開口端２２の内縁だけでなく外縁にも触れることがあり
、これらの感触が全て演奏者の手指に伝わってしまう。このため、演奏者は、音孔管３の
外側開口端２２を正しく塞いでいるか判断し難い。
　これに対し、指押さえ板６がある場合には、手指によって音孔管３の外側開口端２２を
塞ぐ際に、手指は外側開口端２２の外縁に触れることがない。これにより、演奏者は、手
指の感覚によって音孔管３の外側開口端２２の内縁を把握しやすくなる。すなわち、演奏
者は、手指によって音孔管３の外側開口端２２を正しく塞いでいるか、手指の感覚で容易
に判断できる。
【００３４】
　また、指押さえ板６を備える本実施形態の管楽器１では、演奏者の手指が音孔管３の外
側開口端２２を塞がない場合に、手指を指押さえ板６の開口面３１（特に手指用開口面３
３）に置くこともできる。このため、演奏者は、自身の手指を、音孔管３の外側開口端２
２を塞がない位置から塞ぐ位置へ容易に移動させることができる。
【００３５】
　また、本実施形態の管楽器１は指押さえ板６を備えるため、演奏者が自身の手指で音孔
管３の外側開口端２２を塞ぐ動作を簡単に行うことができる。以下、この点について具体
的に説明する。
　指押さえ板６が無い場合には、演奏者がその手指で音孔管３の外側開口端２２を塞ごう
とする際に、演奏者の手指が音孔管３の外側開口端２２から外れてしまうと、手指が音孔
管３の外周に位置してしまう。この場合、手指を音孔管３の外周から持ち上げた上で音孔
管３の外側開口端２２を塞ぐ位置まで移動させる必要があり、管楽器１の操作性は必ずし
も良好ではない。
【００３６】
　これに対し、指押さえ板６がある場合には、演奏者の手指が音孔管３の外側開口端２２
から外れても、手指は指押さえ板６の手指用開口面３３に当たるため、手指を手指用開口
面３３に沿って外側開口端２２まで移動させるだけでよい、すなわち、手指を持ち上げる
必要が無くなるため、演奏者の手指が音孔管３の外側開口端２２から外れても、演奏者が
自身の手指で音孔管３の外側開口端２２を塞ぐ動作を簡単に行うことができる。
　以上のことから、本実施形態の管楽器１によれば、指押さえ板６があることで、演奏者
による管楽器１の操作性を確保することができる。
【００３７】
　また、本実施形態の管楽器１によれば、同一の指押さえ板６が複数の音孔管３に対して
設けられている。このため、指押さえ板６の延出方向先端の縁部（手指用開口面３３の縁
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に相当する部位）が、隣り合う音孔管３の外側開口端２２の間に位置しない。このため、
演奏者の手指が指押さえ板６の延出方向先端の縁部に触れる可能性を低下させることがで
きる。これにより、演奏者は、手指によって音孔管３の外側開口端２２を正しく塞いでい
るか、手指の感覚によってさらに容易に把握することが可能となる。
【００３８】
　また、本実施形態の管楽器１によれば、隣り合う音孔管３の間の隙間が指押さえ板６に
よって覆われる。このため、演奏者がその手指で音孔管３の外側開口端２２を塞ごうとす
る際に、演奏者の手指が音孔管３の外側開口端２２から外れてしまっても、演奏者の手指
が隣り合う音孔管３の間に入り込むことを防止できる。これにより、演奏者の手指が音孔
管３の外側開口端２２から外れても、手指を持ち上げる必要が無くなり、演奏者が自身の
手指で音孔管３の外側開口端２２を塞ぐ動作を簡単に行うことができる。
　以上のことから、同一の指押さえ板６が複数の音孔管３に対して設けられていることで
、演奏者による管楽器１の操作性をより良好に確保することができる。
【００３９】
　また、同一の指押さえ板６が複数の音孔管３に対して設けられていることで、管楽器１
の管体２、音孔管３及び指押さえ板６を樹脂成形で製造する場合には、指押さえ板６が個
々の音孔管３に対して設けられる場合と比較して、金型の形状の簡素化を図ることができ
る。これにより、管楽器１を容易に製造できる。また、管楽器１の製造コスト削減を図る
ことができる。
【００４０】
　また、本実施形態の管楽器１によれば、指押さえ板６の手指用開口面３３が曲面に形成
されているため、演奏者が、手指によって音孔管３の外側開口端２２を正しくかつ簡単に
塞ぐことができる。具体的に説明すれば、指押さえ板６の手指用開口面３３が曲面に形成
されることで、音孔管３の外側開口端２２に、手指が入り込むような窪み形状が形成され
る。このため、演奏者は、手指を窪み形状とされた外側開口端２２に入り込ませることで
、音孔管３の外側開口端２２を正しくかつ簡単に塞ぐことができる。
【００４１】
　また、本実施形態の管楽器１によれば、管楽器１の音響的な性能、及び、管楽器１の操
作性の両方を容易に確保できる。以下、この点について具体的に説明する。
　管楽器１を設計する場合には、音程や発音（例えば音量、音質など）を調整したり管楽
器１の操作性を考慮して主管１１に対する複数の音孔の配置を調整したりする。本実施形
態の管楽器１では、管楽器１の音程について、主管１１に対する音孔管３の内側開口端２
１の位置（軸方向位置）や、音孔管３の軸方向長さ（音孔の長さ寸法）を変化させること
で調整できる。管楽器１の操作性を考慮した複数の音孔管３の外側開口端２２の配置につ
いては、主管１１や音孔管３が曲がっていることで、音程の調整を阻害しないように、適
切に調整することができる。さらに、管楽器１の発音については、前述した音程の主な調
整として音孔の径寸法を用いる必要が無くなるため、音孔管３の内径寸法（音孔の径寸法
）を有効に活用することができる。
【００４２】
　これらの点について、さらに説明すれば、管楽器１の音程は、音孔管３の内径寸法を変
化させることでも調整できるが、本実施形態では管楽器１の操作性を阻害することなく、
音孔管３の長さ寸法を自由に変化させることができる。このため、本実施形態の管楽器１
では、音孔管３の内径寸法を変化させる代わりに、音孔管３の長さ寸法を変化させること
で、管楽器１の音程を十分に調整することができる。一方、管楽器１の発音は、音孔管３
の内径寸法を変化させることで調整されるが、本実施形態の管楽器１では、音孔管３の内
径寸法の変化を音程の調整に利用せずに済むため、発音の調整が音程調整の影響を受ける
ことを抑制できる。
　すなわち、本実施形態の管楽器１によれば、音程の調整、発音の調整、及び、操作性を
考慮した音孔配置の調整の制限を緩和することができる。したがって、管楽器１の音響的
な性能、及び、管楽器１の操作性の両方を容易に確保できる。
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【００４３】
　また、本実施形態の管楽器１によれば、複数の音孔管３が主管１１に対して主管１１の
高さ方向に延びる部位を有し、かつ、主管１１の蛇行方向が主管１１の高さ方向に平行し
ている。
　このため、複数の音孔管３の内側開口端２１の位置を互いに主管１１の高さ方向に離間
させることができる。これにより、複数の音孔管３の軸方向長さが互いに異なっていても
、主管１１の高さ方向について複数の音孔管３の外側開口端２２を互いに近づけることが
できる。その結果、複数の音孔管３の外側開口端２２を複数の手指で容易に塞ぐことがで
きる。すなわち、管楽器１の操作性を容易に確保することができる。
【００４４】
　また、本実施形態の管楽器１では、主管１１の蛇行方向が主管１１の高さ方向に平行す
ることで、左手の人差し指で開閉される１番目の音孔管３Ａと左手の親指で開閉される親
指用音孔１４との間隔を小さくすることもできる。このため、１番目の音孔管３Ａ及び親
指用音孔１４の両方を塞ぐ際に、左手の親指と人差し指とによって、管体２を挟み込むよ
うに把持することができる。すなわち、演奏者が管楽器１を安定して把持することができ
、管楽器１の操作性向上を図ることができる。
【００４５】
　また、本実施形態の管楽器１では、主管１１や音孔管３が曲がって音孔管３の外側開口
端２２同士の間隔が小さくなることで、鍵機構８をコンパクトに構成することができる。
　具体的には、手指で直接塞ぐことができる音孔管３の外側開口端２２の数を増やすこと
ができるため、鍵機構８を利用して開閉される音孔管３の数を減らすことができる。すな
わち、鍵機構８の操作子４１（キー）の数を減らすことができる。また、鍵機構８の操作
子４１の長さを短く設定できるため、管楽器１の信頼性向上を図ることもできる。
【００４６】
　また、本実施形態の管楽器１によれば、主管１１が高さ方向に蛇行していることで、主
管１１の下側の部位に窪み部１５が形成されている。この窪み部１５に演奏者の右手の親
指が配されることで、演奏者は管楽器１を安定して把持することができる。また、右手の
親指を窪み部１５に配した状態では、右手が主管１１に対して安定して位置するため、右
手の親指を除く演奏者の手指によって安定した音孔管３の開閉操作を行うこともできる。
【００４７】
　また、本実施形態の管楽器１によれば、曲がっている音孔管３が湾曲管部２３を有する
ため、音孔管３の外側開口端２２を内側開口端２１に対して自由かつ適切に配置すること
ができる。すなわち、管楽器１の操作性を容易に確保することができる。
【００４８】
　また、本実施形態の管楽器１では、主管１１が高さ方向にのみ蛇行すると共に、複数の
音孔管３が主管１１から高さ方向や長手方向にのみ延びている。また、複数の音孔管３が
主管１１の長手方向に一列に並べられている。
　このため、主管１１及び複数の音孔管３を含む構成体の形状を、主管１１の幅方向の中
央を基準として左右対称の形状とすることができる。これにより、この構成体を製造する
際には、左右対称の形状に形成された一対の分割構成体を成形した上で互いに貼り合わせ
るように固定すればよい。したがって、管楽器１を容易に製造することができる。
【００４９】
　〔第二実施形態〕
　次に、図４を参照して本発明の第二実施形態について説明する。本実施形態の管楽器は
、第一実施形態の管楽器１と一部構成のみ異なり、他の構成については同様である。本実
施形態では、第一実施形態と同様の構成要素について同一符号を付す等して、その説明を
省略する。
【００５０】
　図４に示すように、本実施形態の管楽器１００は、第一実施形態の管楽器１と同様の管
体２、音孔管３及び指押さえ板６を備える。また、本実施形態の管楽器１００では、第一
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実施形態と同様に、管体２及び音孔管３が一体に形成されている。ただし、本実施形態の
管楽器１００では、指押さえ板６が、管体２及び音孔管３と別個に形成されている。以下
、本実施形態の管楽器１００について、具体的に説明する。
【００５１】
　本実施形態において、管体２の主管１１は、管楽器１００の音孔を構成する第一貫通孔
１０１を有する。第一貫通孔１０１は、主管１１の内側から外側に貫通している。
　音孔管３は、主管１１の外周に一体に形成されている。音孔管３は、主管１１の第一貫
通孔１０１と共に管楽器１００の音孔を構成している。
【００５２】
　主管１１及び音孔管３を含む構成体は、管楽器１００の音孔を分断するように分割され
た一対の分割構成体１０２，１０３によって構成されている。一対の分割構成体１０２，
１０３の境界１０４は、主管１１の軸線Ａ１及び音孔の軸線と共に同一の仮想面ＶＰに含
まれている。本実施形態の管楽器１００では、第一実施形態と同様に、主管１１が管体２
の幅方向（Ｙ軸方向）に蛇行しない。このため、上記の仮想面ＶＰは、管体２の幅方向に
直交する平面である。
　本実施形態において、一対の分割構成体１０２，１０３の境界１０４は、主管１１の幅
方向の中央に位置している。このため、一対の分割構成体１０２，１０３は、主管１１の
幅方向の中央を基準として左右対称の形状に形成されている。
【００５３】
　図示しないが、本実施形態の管体２は、第一実施形態と同様に、主管１１に対して管体
２の高さ方向（Ｚ軸方向）や長手方向（Ｘ軸方向）に延び、管体２の幅方向に延びない副
管１２（図１，２参照）を有する。このため、本実施形態の管楽器１００では、例えば主
管１１、音孔管３及び副管１２を含む構成体が、一対の分割構成体１０２，１０３によっ
て構成されてもよい。
【００５４】
　指押さえ板６は、その板厚方向に貫通する第二貫通孔１０５を有する。第二貫通孔１０
５は、主管１１の第一貫通孔１０１、音孔管３と共に、管楽器１００の音孔を構成してい
る。指押さえ板６は、一対の分割構成体１０２，１０３の境界１０４を覆うように主管１
１の外周上に配されている。
　本実施形態の指押さえ板６は、音孔管３の外側開口端２２に現れる一対の分割構成体１
０２，１０３の境界１０４を覆うように、音孔管３の外側開口端２２に配されている。こ
のように配された指押さえ板６は、第一実施形態と同様に、音孔管３の径方向において音
孔管３の外側開口端２２よりも外側に延出している。
【００５５】
　本実施形態の管楽器１００によれば、第一実施形態と同様の効果を奏する。
　また、本実施形態の管楽器１００では、管体２及び音孔管３を含む構成体が一対の分割
構成体１０２，１０３によって構成されている。このため、一対の分割構成体１０２，１
０３を個別に成形でき、管楽器１００を容易に製造することが可能となる。
【００５６】
　また、管体２及び音孔管３を含む構成体は、管楽器１００の音孔を分断するように一対
の分割構成体１０２，１０３に分割されている。このため、一対の分割構成体１０２，１
０３をつなぎ合わせる前に、音孔の内面を容易に加工することができる。例えば、主管１
１の内側に位置する音孔の端部に、主管１１の内側に向かうにしたがって音孔の内径が徐
々に大きくなるアンダーカット構造を容易に形成することができる。アンダーカット構造
の形成は、音程など管楽器１００の音響的な性能向上に役立つ。すなわち、本実施形態の
管楽器１００によれば、管楽器１００の音響的な性能を容易に確保することもできる。
【００５７】
　また、本実施形態の管楽器１００では、一対の分割構成体１０２，１０３の境界１０４
が指押さえ板６によって覆われている。このため、演奏者が管楽器１００を演奏する際、
音孔を開閉する演奏者の手指は、指押さえ板６の手指用開口面３３に触れるだけであり、
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一対の分割構成体１０２，１０３の境界１０４に触れることはない。その結果、演奏者は
管楽器１００を円滑に演奏することができる。以下、この点について具体的に説明する。
【００５８】
　一対の分割構成体１０２，１０３の境界１０４には、微小な段差が現れることがある。
このため、一対の分割構成体１０２，１０３の間の段差に演奏者の手指が触れると、演奏
者は違和感やストレスを感じてしまう。これに対し、本実施形態の管楽器１００では、一
対の分割構成体１０２，１０３の境界１０４が指押さえ板６によって覆われているため、
演奏者は違和感やストレスを感じることなく、管楽器１００を円滑に演奏することができ
る。
【００５９】
　第二実施形態においては、例えば図５に示すように、管楽器が、音孔管３を備えず、管
体２及び指押さえ板６のみ備えてもよい。この場合、指押さえ板６は、主管１１の外周に
直接配される。このような構成であっても、前述した第二実施形態と同様の効果を奏する
。
【００６０】
　以上、本発明について詳細に説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるものでは
なく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
【００６１】
　本発明の管楽器は、鍵機構８を含むものに限らず、例えば図６，７に示すように、全て
の音孔管３を手指で直接開閉するタイプの管楽器に適用可能である。
【００６２】
　上記実施形態において、音孔管３は、例えば音孔管３の軸線が主管１１の径方向に対し
て傾斜する方向に真っ直ぐに延びる斜行管部を有してもよい。この場合、音孔管３の軸線
は、複数の音孔管３の外側開口端２２がこれらを塞ぐ手指に対応した位置となるように、
主管１１の径方向に対して傾斜する方向に延びるとよい。また、音孔管３は、例えば斜行
管部及び上記実施形態と同様の湾曲管部２３の両方を有してもよい。
　また、主管１１や音孔管３は、例えば図６，７に示すように、曲がっていたり、傾斜し
ていたりしなくてもよい。
【００６３】
　複数の音孔管３は、主管１１の長手方向に一列に並べられることに限らず、例えば図７
に示すように、主管１１の周方向に互いにずれて位置してもよい。すなわち、複数の音孔
管３の内側開口端２１は、例えば主管１１の周方向において互いに異なる位置に配されて
もよい。
　複数の音孔管３の外側開口端２２は、例えば図６に示すように、主管１１の高さ方向に
おいて互いに異なる位置に配されてもよい。また、複数の音孔管３の外側開口端２２の向
きは、互いに異なっていてもよい。
【００６４】
　指押さえ板６の手指用開口面３３は、例えば音孔管３の外側開口端２２から離れるにし
たがって上方に傾斜するような曲面に形成されてもよい。この場合には、曲面に形成され
た手指用開口面３３によって音孔管３の外側開口端２２上に手指を入り込ませる窪み形状
が形成されるため、上記実施形態と同様に、演奏者の手指で音孔管３の外側開口端２２を
正しくかつ簡単に塞ぐことができる。
　また、指押さえ板６の手指用開口面３３（開口面３１）は、例えば図６，７に示すよう
に、平坦面であってもよい。
【００６５】
　また、本発明の管楽器は、例えば図６，７に示すように、複数の指押さえ板６を備えて
もよい。図６，７に例示する管楽器の主管１１の外周には、二つの指押さえ板６（６Ａ，
６Ｂ）が配されている。図６，７に例示する構成では、第一指押さえ板６Ａが主管１１の
第一端部１３側から数えて１番目～５番目の音孔管３Ｊ～３Ｎに対して設けられ、第二指
押さえ板６Ｂが６番目、７番目の音孔管３Ｏ、３Ｐに対して設けられているが、各指押さ
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の手指で開閉される音孔管３に対して設けられ、第二指押さえ板６Ｂが右手の手指で開閉
される音孔管３に対して設けられてもよい。このような構成では、図６に例示するように
、音孔管３の軸方向長さが異なる場合であっても、各指押さえ板６を単純な形状（図６で
は平板状）に形成することができる。
【００６６】
　また、指押さえ板６は、例えば複数の音孔管３に対して個別に設けられてもよい。この
場合、音孔管３の外側開口端２２の周囲にある指押さえ板６の開口面３１の大きさは、任
意であってよいが、例えば演奏者の手指を開口面３１に置いても手指が指押さえ板６の延
出方向先端の縁部に触れない程度に設定されるとよい。
【００６７】
　管楽器が複数の指押さえ板６を備える場合、例えば図７に示すように、主管１１は互い
に回転可能に連結される二つ以上の管体部１６を備え、音孔管３及び指押さえ板６が各管
体部１６に配されてもよい。
　この構成では、二つの管体部１６を相互に回転させることで、二つの管体部１６に配さ
れた音孔管３の外側開口端２２の位置（向き）を、主管１１の周方向に相対的に変化させ
ることができる。これにより、演奏者の手指の大きさや長さ等に応じて複数の音孔管３の
外側開口端２２の位置を適切に調整することができる。
【００６８】
　親指用音孔１４は、例えば図６，７に示すように、音程用音孔と同様に主管１１の外周
から延びる音孔管３０によって構成されてもよい。また、親指用音孔１４を構成する音孔
管３０には、上記実施形態と同様に、音孔管３０の径方向において音孔管３０の外側開口
端から音孔管３０の外側に延出する指押さえ板６０が設けられてもよい。
【００６９】
　管楽器の管体２は、任意に構成されてもよい。すなわち、管体２は、例えば副管１２を
備えず、主管１１のみによって構成されてもよい。この場合、管体２（主管１１）は、円
筒状に限らず、例えば円錐管状に形成されてもよい。
　図６に例示する管楽器の管体２（主管１１）は、マウスピース４側からベル５側に向か
うにしたがって内径寸法が小さくなる円錐管状に形成されている。
【符号の説明】
【００７０】
１，１００…管楽器、２…管体、３，３Ａ，３Ｂ，３Ｃ，３Ｄ，３Ｅ，３Ｆ，３Ｇ，３Ｈ
，３Ｉ，３Ｊ，３Ｋ，３Ｌ，３Ｍ，３Ｎ，３Ｏ，３Ｐ，３０…音孔管、４…マウスピース
、５…ベル、６，６Ａ，６Ｂ，６０…指押さえ板、８…鍵機構、１１…主管、１２…副管
、１６，１６Ａ，１６Ｂ…管体部、２１…内側開口端、２２…外側開口端、３１…開口面
、１０１…第一貫通孔、１０２，１０３…分割構成体、１０４…境界、１０５…第二貫通
孔
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